
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年4月1日～ 年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オデッサ・テクノス株式会社

2022
2022 2023

作成日： 2023年5月1日

　



目　　　　次

環境経営方針

組織の概要

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価，次年度の環境経営計画

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応試行・訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

項　　　　目 ページ



　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．産業廃棄物である建設副産物（汚泥、残土）の健全で適切なリサイクル事業を推進し、

環境負荷の低減、循環型社会システムの構築に貢献します。

２ ．省エネルギー、省資源、グリーン購入を推進し、環境負荷の低減を図ります。

３ ．環境に関する情報の提供・公表を行います。

４ ．環境関連の法規等を遵守し、環境保全への取り組みを行います。

５ ．環境方針は、全従業員に周知徹底するとともに、実行維持に努めます。

　オデッサ・テクノス株式会社は、建設工事において発生する産業廃棄物のリサイクル事
業及び関連技術・製品の普及活動を通じて環境負荷の抑制や低減に取り組み、環境保全に
貢献する企業を目指します。

環境経営方針

制定日： 2005年3月1日

改定日： 2008年6月1日

代表取締役 高崎 三晴



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

オデッサ・テクノス株式会社
代表取締役　高崎 三晴

（２） 所在地
本　　社 宮城県仙台市宮城野区榴岡二丁目２番１０号
仙台工場 宮城県仙台市宮城野区扇町七丁目４番３号
札幌工場 北海道札幌市東区北丘珠一条三丁目６５４
石狩工場 北海道石狩市新港南一丁目２８番２６
蒲生工場 宮城県仙台市宮城野区蒲生二丁目２番地２４

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　有凉 全・伊藤宏幸・高橋良彰 TEL：011-787-1335

担当者 八木朋弘・長谷川博之・馳尾あゆみ・田村美樹・伊藤佐保・横橋有希子

（４） 事業内容
産業廃棄物処分業

（５） 法人設立年月日

（６） 資本金　 9500万円

（７） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（８） 車両及び施設等の状況
■産業廃棄物収集運搬車両
車種 台数
10ｔダンプトラック7
4ｔユニック 3
アジテーター車 2
バキューム車 1

■産業廃棄物処理施設
施設の名称 中間処理施設 保管施設
札幌工場 造粒固化施設 　300㎥／日（10時間）
石狩工場 造粒固化施設 面積：240㎡　保管上限：432㎥
石狩工場 分級･磁力選別施設 　720㎥／日（24時間）
仙台工場 造粒固化施設

（９） 処理工程図

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：オデッサ・テクノス株式会社
対象事業所：本　　社 仙台市宮城野区榴岡二丁目２番１０号

仙台工場 仙台市宮城野区扇町七丁目４番３号
札幌工場 札幌市東区北丘珠１条三丁目６５４
石狩工場 石狩市新港南一丁目２８番２６
蒲生工場 仙台市宮城野区蒲生二丁目２番地２４※2023年6月 同区内移転

蒲生工場 合計
1,941

本　　社 仙台工場 札幌工場 石狩工場

2022年4月1日

1994年4月4日

5 9 11 3 3 31名
132.3 4678 8082 9900.5 1275.21 24,068㎡



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加

EA21 責任者 環境管理委員会

全社環境管理 責任者

2022年4月1日

代表取締役高崎三晴
代表者

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・EA21責任者
・拠点 環境管理責任者
　　　　 環境管理担当者
・横橋 有希子

森 浩一

本社
環境管理責任者

伊藤 宏幸

環境管理担当者

長谷川 博之

仙台工場
環境管理責任者

白井 史子

環境管理担当者

八木 朋弘

有凉 全

環境管理担当者

馳尾 あゆみ

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認
環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動実績の確認・評価
部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境管理委員会 ・環境経営計画の審議

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境に関する内部監査の実施・報告
全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の自覚

札幌工場
環境管理責任者

森 浩一

環境管理担当者

伊藤 佐保
馳尾 あゆみ
永原 美樹

石狩工場
環境管理責任者

永原 美樹

内部監査チーム

森 浩一

長谷川 博之

蒲生工場
環境管理責任者

小山 繁実

環境管理担当者

佐藤 彰



□各自治体の許可取得状況

事業の種類：処分業

取得地 内容 許可番号 有効期限

北海道 移動式・固定式 120046252 汚泥

札幌市 固定式 5120046252 汚泥

岩手県 移動式 320046252 汚泥

宮城県 移動式 420046252 汚泥

仙台市 固定式 5420046252 汚泥

秋田県 移動式 524046252 汚泥

秋田市 移動式 8622046252 汚泥

福島県 移動式 720046252 汚泥

郡山市 移動式 8720046252 汚泥

東京都 移動式 13-20-046252 汚泥

事業の種類：収集運搬業

取得地 内容 許可番号 有効期限

北海道 収集運搬 100046252

宮城県 収集運搬 400046252

岩手県 収集運搬 300046252 汚泥

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

二酸化炭素総排出量 1,039,175 1,030,624 919,901

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年 2022年

2029年11月7日

2027年8月15日

2030年2月5日

2024年6月15日

2030年1月8日

2030年1月19日

2027年6月15日

2029年7月6日

2030年2月16日

廃棄物の
種類

2025年4月23日

2025年11月25日

2025年11月6日

汚泥、廃プラスチッ
ク類、紙くず、木く

ず、繊維くず、金属く
ず、ガラスくず･コン
クリートくず及び陶
磁器くず、がれき類

廃棄物の
種類

　一般廃棄物排出量 1,350 1,441 817

　産業廃棄物排出量 1,091,940 1,279,278 1,315,860

総排水量 1,320 2,439 1,530

0.493

2029年8月12日



□環境経営目標及びその実績

✕
✕

✕

✕

〇
〇

〇
〇

✕
✕

✕

□受託した産業廃棄物の処理量

下段： 3月末まで
（基準年) （目標） （実績） （目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評
価

2023年 2024年
上段： 通期

（目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 43,823 42,947 73,796 42,070 41,632
43,823 42,947 73,796

基準年度比 2019年 98% 168% 96% 95%
都市ガスによる二酸化
炭素削減

kg-CO2 0 0 0 0

基準年度比 2019年 98% #DIV/0! 96%

96%

0

0 0 0

95%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 987,469 967,720 892,212 957,407 947,532

943,646 924,773 818,415
基準年度比 2019年 98% 87% 97%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 943,646 924,773 818,415 915,336 905,900

1,297
1,441 1,369 817

一般廃棄物の削減 kg 1,441 1,340 817 1,340

基準年度比 2019年 93% 57% 93% 90%
水道水の削減 ㎥ 1,220 1,159 1,530 1,122

基準年度比 2019年 95% 125% 92% 90%

1,098

グリーン購入の推進 % － 30% 24% 40% 50%

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項による）

(オフィス用品購入率） （金額率）

（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量

t 10,276.96

t

t

t

t 10,276.96

（ⅱ） 中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

汚泥 造粒固化 t 106,687.09

t

t

t

汚泥 造粒固化後 土木資材化 t 106,687.09

t

t

t

t 106,687.09

t 106,687.09

（ⅲ）最終処分

処理方法等 単位 処分量

t

t

t

t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

t

t

t

t

t

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

汚泥（改良土） 土木資材として再生利用(売却) t 105,876.73

コンクリートがら 中間処理(委託) t 810.36

t

t

t 106,687.09

t 106,687.09

最

終

処

分

中

間

処

理

（

再

資

源

化

等

） 小計

小計

合計

合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

合計

合計

廃棄物の種類

廃棄物の種類

中間処理

汚泥

小計

う

ち

再

資

源

化

等



（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量

t 10,276.96

t

t

t

t 10,276.96

（ⅱ） 中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

汚泥 造粒固化 t 106,687.09

t

t

t

汚泥 造粒固化後 土木資材化 t 106,687.09

t

t

t

t 106,687.09

t 106,687.09

（ⅲ）最終処分

処理方法等 単位 処分量

t

t

t

t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

t

t

t

t

t

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

汚泥（改良土） 土木資材として再生利用(売却) t 105,876.73

コンクリートがら 中間処理(委託) t 810.36

t

t

t 106,687.09

t 106,687.09

最

終

処

分

中

間

処

理

（
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等

） 小計

小計

合計
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中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

合計

合計

廃棄物の種類

廃棄物の種類

中間処理

汚泥

小計

う

ち

再

資

源

化

等



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施 △
・生産工程の待機時間短縮 △

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 全体で増加となった。省電力への取り組み、5Ｓ活動が浸透し作

業の効率化が図られてはいるが、稼働時間が増えている。
ノー残業デーの取組みを強化するとともに、単なる消灯に終わる
ことなく、省エネルギーへの知識と意識を深め、業務効率化と改
善活動を推進する。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ×

　

4月 5月 6月 7月 8月

7,524 6,661 6,012 6,414 6,576
7,301 7,427 5,468 5,971 6,635

9月 10月 11月 12月 1月 2月
10,123 9,513 8,488

5,663 6,294 8,293 15,007 19,310 17,078 14,194

3月
6,264 5,407 8,321 10,123

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇 全体で目標は達成したものの、重機の待機時間におけるアイドリ
ングに改善が見られず、継続課題として取り組み中。
車両の運転は、前方の交通状況の判断をポイントに、アクセルと
ブレーキの操作を意識させる。

・アイドリングストップ ×
・省エネルギー運転 ○
0 　

3月9月 10月 11月 12月 1月 2月
640 635 571

522 513 712 614 647 530 484 586 358 582 437 586
582 441 497 455 397 403 623 484 656

4月 5月 6月 7月 8月

23,555 23,131 30,479 19,184 21,707
36,036 31,747 30,821 30,491 17,971

9月 10月 11月 12月 1月 2月
26,522 27,510 32,936

0 27,817 35,862 24,162 22,068 22,802 28,484

3月
22,658 28,177 38,933 30,123

0
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

グリーン購入の推進

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 〇 コピー用紙の使用量は減少傾向である。使用にあたり両面でのコ
ピー及び印刷の推進、社内情報のデジタル化の徹底が大きく寄
与している。
その他、電子メールなどデジタルツールの活用により紙使用量削
減の意識を全従業員に徹底させる。

・分別の徹底 ○
・コピー用紙の再利用 ○
・梱包材の再利用 △
0

60 76 78 67 60 58 61

3月
100 64 71 90 177 80 95 450 97

9月 10月 11月 12月 1月 2月

58 62 59 100 77
97 0 77

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

0 0

✕ ５S活動には積極的に取り組んだものの、使用量は産業廃棄物処
理及び流動化処理土の出荷量にも関連する。引き続き、作業の
効率化を図るとともに、事務所・作業休憩所内での水使用量の管
理を徹底する。また、収集運搬車両の洗車時において、洗車方法
の工夫など節水の協力を、ドライバーに継続して呼びかける。

・事務所及び休憩所での使用状況の把握 △
・入庫車両の洗車における節水協力 △
0 0
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達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 数値目標設定の基準年とした前年より、作業着、文房具などの購
入時、エコ商品の購入を意識させた。
当社の改良土他の土木資材が、宮城県のグリーン製品の認定を
受けたことから、従業員1人1人の意識に変化がみられている。

・事務用品グリーン購入比率向上 ○
0 0
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

施設設置場所が規制対象区域かどうか

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 ☑ あり □ なし

■実施状況の様子
想定事態： 軽油給油中の火災と土壌汚染
確認事項： ①火元の確認と消防への連絡体制

②重機を使用した土壌掘削
③ダンプによる土壌運搬
④汚染場所の土壌試験実施

緊急事態の想定： セメントサイロからの噴出
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
想定事態： サイロ異常による噴出
確認事項： ①周囲への飛散状況

②洗車用ホースを活用して散水
③場内異常の発見
④サイロバグフィルターの清掃・交換

適用される法規 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（汚泥）

○場内の作業動線と避難経路の区分が課題
○構内無線を利用した連絡体制を継続する

2022/12/6 札幌工場
長谷川・五十嵐・須田・斎藤・土門・小
川 ・噴出事故対応

○周囲への飛散状況確認から散水までの手順が周知されている
○場内の見回り後、セメントサイロの清掃を実施

2022/8/10 仙台工場
白井・髙橋・八木・千葉・吉村・武田・阿部勝・阿部明・大川・遠藤

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

１．作業現場周辺の振動に対する苦情
　　　応急処置：操作技能レベルの高い人員を配置・慎重な重機操作を指示
　　　再発防止：低振動が見込まれる重機アタッチメントへの代替え

土壌汚染対策法 有害物質の含有による土壌汚染の状況

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

水質汚濁法 油類の保管、有害物質の取扱い
大気汚染防止法 一般粉塵発生施設
騒音規制法
振動規制法 施設設置場所が規制対象区域かどうか



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

　

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 □ 変更なし ☑ 変更あり

2023年3月27日

　EA21の認証によりコンプライアンスの遵守姿勢が堅持され、排出事業者や行政等からの環境評価の他、外部か

らの工場見学の際に高評価を得ています。

　事業の性格上、達成への評価は受入れる汚泥の量ならびに性状に起因するため、受入汚泥の含水率チェックを

強化します。

また、ポリマー添加率の管理をより綿密にするとともに、化石燃料の使用量削減の点からも、省力･省エネルギー

に対する意識向上を図ります。

具体的には、次の重点ポイントを継続して取り組んでいきます。

１．機器類の対応

　　　各工場照明のLED化および重機類のハイブリッド化

２．主事業における対策

　　　受入汚泥の性状(含水率･臭気など)チェックの標準化

　　　処理施設からの振動および騒音に対し、適宜計測データに基づく作業遂行

３．教育啓発

　　　外部講師の活用も検討する

　　　全員がカイゼンへの理解を深めるため、実施に対するチェック体制を整える


